
法
」
技
術
鵠
習
会
を
名
古
屋
一
続
い
て
ラ
イ
ト
工
業
の
庭

市
中
村
区
の
愛
知
県
産
業
労
一
田
和
之
施
工
技
術
本
部
副
本
－

働
セ
ン
タ
ー
（
ウ
イ
ン
ク
あ
一
部
長
が
「
の
り
面
構
造
物
の
一

い
ち
）
で
聞
い
た
H
写
真
。
一
維
持
管
理
の
現
状
」
、
同
協
一

官
公
庁
や
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
一
会
の
坂
登
技
術
委
員
が
「
熱
一

東
海
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
一
ン
ト
、
建
設
会
社
の
担
当
者
一
赤
外
線
調
査
伯
調
査
に
よ
る
一

一法
協
会
（
奥
島
庄
司
会
長
）

一ら
約
1
5
0人
が
出
席
。
老
一
吹
き
付
け
の
り
面
老
朽
化
診
一

一は
3
日
、
凶
年
度
の

「老
朽
一朽
化
し
た
既
設
モ
ル
タ
ル
の
一
断
」
を
テ
1
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
一

一化
モ
ル
タ
ル
の
り
面
補
修
工

一り
面
の
補
修
技
術
で
あ
る
一
最
新
の
デ
ー
タ
を
報
告
。
同
一

Z
V汁
為
自

国
一
「
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
法
」
一
協
会
の
黒
柳
啓
技
術
委
員
が
一

宮
一一

司
d
明
1
l

晶
一に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。
一
「
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
法
」

一

百平

副
弓

J
R
一

冒
頭
、
奥
島
会
長
は
「
工
一
の
開
発
経
緯
や
施
工
方
法
な
一

色
－岬一町一
宮
冒

md
－rh
a－
期
と
コ
ス
ト
を
大
幅
に
短
縮
一ど
を
解
説
し
た
。

一

二
司
圃

陥
F

ー
耐
跡
邑
一
し
、
環
境
に
も
髄
し
い
『
の
一
最
後
に
八
嶋
厚
岐
阜
大
学
一

吋
昨
園
田
剤
”
島
副
圃
・
・
・
一
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
法
』
の
特
一
教
授
が

「
の
り
面
を
見
て
聞
一

＝
際川
『
．
噌
凶
圃
・
・
司
け
U
一徴
を
こ
の
摘
習
会
を
通
じ
て
一い
て
（
耳
順
の
年
を
迎
え
て
一

塁
r
－－r…

圃

一多
く
の
方
に
理
解
し
て
も
ら
一
思
う
こ
と
）
」
を
テ
1
マ
に
一

－

園
開
岡
山
幽

r
f一い
、
工
法
選
定
時
の
選
択
肢
語
積
。
劣
化
し
た
の
り
宣

言

一

圃

圃
h

d

－
一
の
一
つ
に
ぜ
ひ
検
討
し
て
い
点
検
・
診
断
を
行
う
技
ノ
術
者
ァ

呂
怖い

園
時
J

戸
h

』
一
た
だ
き
た
い
」
と
、
あ
い
さ
一

に
求
め
ら
れ
る
資
質
な
ど
を

＝
勝
一
回
目
臨
圃
F
崎
、
、
主
一
つ
し
た。

一
説
い
た
。

一
ィ
ス
空
間
の
創
出
ー
の
3
一
M
程
度
の
複
合
用
途
建
物
の
一
を
算
出
す
る
。
履
行
期
限
は

一点

。

一

建

て

替

え

を

想

定

し

、

基

本

一

口

年

3
月
紅
白
。

一
履
行
期
間
は
四
年
2
月

m一計
画
を
作
成
、
概
算
工
事
費
一

日
ま
で
。
本
年
度
は
本
庁
舎
、
一

I
l
l
l
i－
－

－

－

1
1
1
1
1
1
1I
ll
i－
－

－

北
庁
舎
、
総
合
福
祉
会
館
の
一

現
状
調
査
を
実
施
。
臼
年
度
一

嗣

鋼

上

部

工

2
件
公
告

は
新
庁
舎
備
品
類
の
整
備
計
一

整

画
（
仕
様
書
作
成
、
概
算
予
一
輔

東

海

環

状

長

深

1
高
架
橋
な
ど

算
算
出
）
、
レ
イ
ア
ウ
ト
計
一

画
策
定
、
サ
イ
ン
作
成
支
援
一
中
部
地
方
整
備
局
は

4
一
事
場
所
⑤
工
事
内
容
⑥
工
期

を
行
う
。
資
料
の
提
出
、
問
一
目
、
東
海
環
状
畏
深
1
高
架
一
③
他
。

い
合
わ
せ
先
は
企
画
総
務
部
一橋
鋼
上
部
工
事
と
同
大
野
神
一
マ
東
海
環
状
長
深
1
高
架

管
財
課
庁
舎
等
建
設
係
。
一
戸
I
C
・
B
ラ
ン
プ
鋼
上
部
一
橋
鋼
上
部
工
事
川
8
月
4
日

工
事
の

一
般
掌
入
札
を
公
一
①

8
5
5
9月
百

③

き
す
る
。
一
舌
審
査
方
式
D
一鋼
上
部
工
事
④
三
重
県
東
員

老
朽
化
モ
ル
タ
ル

の
り
面
補
修
学
ぶ

東
海
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

工
法
協
会
技
術
講
習
会

y-otomori
タイプライターテキスト
2016/8/4　建設工業新聞



価
格
は
H
億
0
8
8
4万
8

い
て
同
協
会
の
大
淵
義
行
技

0
0
0円
。
工
期
は
四
年
7

術
委
員
が
解
説
し
た
。
大
淵

月
紅
白
。

氏
は
、
モ
ル
タ
ル
吹
き
付
け

「

同

（

岡

田

新

浜

工

区

・

方

式

の

の

り

面

工

事

は

1
9

そ
の
3
）
」
は
9
億
3

9

0

5

0

年
代
か
ら
始
ま
っ
た

0
万
円
で
深
松
組
・
高
野
建
一

東
北
・
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

一が
、
全
国
的
な
老
朽
化
対
策

設
J
V
が
落
札
し
た
。
予
定
価
一工
法
協
会
（
川
村
公
平
会
長
）

一事
業
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

格
は
日
億
6
6
2
7
万
3
0
一は
M
目
、
老
朽
化
し
た
モ
ル
一
対
症
療
法
的
な
補
修
工
事
に

0
0円
。
工
期
は
四
年
9
月
一タ
ル
の
り
面
の
補
修
技
術
で
一と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指

お
目
。

一あ
る
「
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
一摘
。
そ
の
上
で
、
繊
維
混
入

「
同
（
岡
田
新
浜
工
区
・
一
法
」
の
技
術
講
習
会
を
仙
台
一型
の
補
修
モ
ル
タ
ル
を
充
て

そ
の
4
）
」
は
4
億
5
0
0
一
市
青
葉
区
の
フ
ォ
レ
ス
ト
仙
一ん
す
る
こ
と
で
、
破
損
し
た

0
万
円
で
伸
和
興
業
・
赤
坂
一台
で
開
い
た
H
写
真
。
の
り
一の
り
面
を
撤
去
す
る
必
要
が

建
設
計
が
落
札
し
た
。
予
定
一面
工
事
関
連
企
業
、
建
設
コ
一
な
く
、
コ
ス
ト
と
工
期
を
縮

価
格
は
4
億
8
2
9
5万
9
一
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
発
注
機
関
一減
で
き
る
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

0
0
0
円
。
工
期
は
四
年
3
一な
ど
か
ら
約
1
6
0人
が
参
一工
法
の
利
点
と
施
工
例
を
紹

月
初
日
。

一加
し
た
。

一介
し
た
。

一
冒
頭
あ
い
さ
っ
し
た
川
村
一
日
本
ア
ン
カ
ー
協
会
の
別

I
l
l
i－
－

I
l
l
i－

－
会
長
は
「
東
北
地
方
で
は
ま
一府
正
顕
技
術
委
員
が
の
り
面

事
内
容
は
鋼
4
径
間
連
続
非
一
だ
2
万
平
方
肘
程
度
の
実
績
一構
造
物
の
維
持
管
理
の
現
状

合
成
箱
桁
橋
楕
長
2
6
1
一だ
が
、
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工

一に
つ
い
て
講
演
。
の
り
面
構

H
州
、
幅
員
ロ
肘
）
。
工
場
製
一法
は
こ
れ
か
ら
の
の
り
面
維
一造
物
や
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の

作
・
輸
送
・
架
設
約
1
1
6
一
持
管
理
に
役
立
つ
技
術
の
二
劣
他
の
進
行
状
況
や
、

災
害

o
J、
橋
梁
付
属
物
工
。
使
一
つ
に
な
る
と
確
信
し
て
い
一
な
ど
で
の
破
壊
の
程
度
を
事

用
す
る
主
な
資
材
は
鋼
材
約
一る
」
と
述
べ
た
。

一例
を
基
に
解
説
す
る
と
と
も

1
1
6
0
J。
工
期
は
口
年
一
講
習
会
で
は
、
同
工
法
の
一
に
、
点
検
技
術
や
新
型
の
施

日
月
幻
目
。
一
技
術
概
要
と
施
工
事
例
に
つ
一工
機
材
な
ど
を
紹
介
し
た
。

水
源
地
環
境

苛

i
謹

R
J一

土
木
研
究
所
の
加
護
二

一Jz

ょ

諸

冨

院

一
ぺ
一主
任
研
究
員
が
「
吹
き
付
け

セ
ン
タ
ー
J
に

一一

一

一

陸

一
の
り
面
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

鳴
子
ダ
ム
管
理
一
4
－

郎
戸

、
－
－
－
一

二j
i

－－

喝

J
h
．，省
・
一

メ
ン
ト
に
関
す
る
検
討
」
、

資
料
整
理
検
討

一ι
で

！z
h

d
u一

一朝一

骨
鴻
払
畠
・
4

L
h

竺
東
北
学
院
大
学
工
学
部
の
飛

東
北
地
方
整
備
局
は
「
鳴
一
唱

J
E
t－－R
百
善
雄
教
授
が
「
の
り
面
設

子
ダ
ム
管
理
資
料
整
理
検
討
一色
7
ム

却
場
幽
園
町

一計
施
工
に
お
け
る
不
確
実
性

業
務
」
の
簡
易
公
募
型
競
争
一引

岨

研

Y
M
1

一の
も
と
で
の
意
思
決
定
と
そ

入
札
を
行
っ
た
結
果
、

1
3

↑一
時起

JJY
一
の
危
う
さ
」
を
テ
ー
マ
に
そ

4
0万
円
で
水
源
地
環
境
セ
一
－F
箇
哩

員

通
，

シ
誼一
れ
ぞ
れ
講
潤
し
た
。

ン
タ
l
・
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ

l
imn－
F
u
r
l
i
H
M
l
r！
1
1
11

ヤ
リ
ン
グ
J
V
に
決
め
た
。
総
一
行
い
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
一る
。

合
評
価
方
式
を
採
用
し
た
。一
分
析
・
評
価
を
行
う
。

一

参
加
資
格
は
同
胃
「
維
持

業
務
で
は
鳴
子
ダ
ム
の
防
一

合
わ
せ
て
、
ダ
ム
貯
水
池
一
修
繕
工
事
」
の
認
定
企
業
。

災
操
作
、
利
水
補
給
の
実
績
、
一調
査
要
領
に
基
づ
く
水
質
調
一目
年
度
以
降
に
道
路
維
持
修

堆
砂
状
況
調
査
、
水
質
調
査
、
一
査
計
画
を
作
成
す
る
。

一繕
や
路
面
清
掃
な
ど
を
手
掛

生
物
調
査
お
よ
び
水
源
地
域
一

履
行
期
限
は
口
年
3
月
日
一け
た
実
績
が
あ
る
こ
と
な

動
接
調
査
の
デ
ー
タ
整
理
を
一目
。

一ど
。

の
り
面
維
持
管
理

技
術
の
高
度
化
へ

東
北
・
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

工
法
協
会
が
講
習
会

y-otomori
タイプライターテキスト
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